
2006

財務部 

経済産業部 

 
開発建設部 

運輸部 

 

特集 May

S p e c i a l  E d i t i o n

★1 

★2 
 

★3 

★4 

 

5
保険業法改正に伴う「少額短期保険業」の新設について 

ＯＫＩＮＡＷＡ型産業振興プロジェクト中長期ビジョン 
～産業クラスター成長戦略～ 

「ハシゴ」道路の構築を目指して 

港湾運送事業法の一部改正 



地域の目 
「地域ブランド」の確立が自立的発展のカギ 

社団法人沖縄市観光協会 

事務局長 崎 浜秀嗣　 

C O N T E N T S

特集1　財務部　 
保険業法改正に伴う「少額短期保険業」の新設について 

 特集2　経済産業部　 
ＯＫＩＮＡＷＡ型産業振興プロジェクト中長期ビジョン 
～産業クラスター成長戦略～ 
 特集3　開発建設部 
「ハシゴ」道路の構築を目指して 

 
特集4　運輸部 
港湾運送事業法の一部改正 

仕事の窓①　財務部 
管内経済情勢報告　 

仕事の窓②　開発建設部 
大規模災害に備えて 

仕事の窓③　経済産業部 
電気用品安全法について 

農林水産部「沖縄地域食品残さ等飼料化推進協議会を開催」 

経済産業部「発明の日子どもフェアを開催」 

開発建設部「那覇港沈埋トンネル8号函を大分より回航」 

なかゆくい 
＊数字の小道　就職内定率について 

内閣府だより　新・沖縄情報通信産業振興のための研究会について 

お知らせ 

　沖縄本島南部を流域とし、那覇市など都市部を流れる河川です。流域面積は、約43k㎡

で、沖縄本島内で比謝川につぐ第２位の河川です。饒波川との合流部付近は、亜熱帯特有

のマングローブ林が繁茂し、その前面には広大な干潟が広がり、水鳥など渡鳥や、干潟の

生き物など自然観察ができる都会の中の貴重なオープンスペースとなっています。 
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過
日
、
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済

産
業
部
の
実
施
す
る
「
沖
縄
地
域
経

済
の
現
状
と
自
立
的
発
展
に
向
け
て

の
調
査
・
検
討
」
と
い
う
大
変
堅
い

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
が
、
す
ば
ら
し

い
内
容
の
産
業
視
察
と
意
見
交
換
会

に
参
加
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。 

　
そ
の
会
議
の
中
、
各
地
域
で
活
躍

す
る
各
界
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
達
が
弛

ま
ぬ
努
力
と
地
域
や
仕
事
に
誇
り
を

持
ち
、
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
感
動

を
覚
え
た
。
ま
た
、
そ
の
会
議
や
視

察
の
中
で
よ
く
耳
に
し
た
「
地
域
ブ

ラ
ン
ド
」
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
平
成
３
年
沖
縄
県
の
入
域
観
光
客

が
３
０
０
人
を
突
破
。
平
成
４
年
、

琉
球
王
国
の
象
徴
で
あ
る
首
里
城
が

復
元
さ
れ
、
沖
縄
観
光
の
人
気
安
定

化
と
「
青
い
海
」
「
青
い
空
」
を
基

軸
と
し
た
「
ト
ロ
ピ
カ
ル
リ
ゾ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
に
拍
車
が
か
か

っ
て
い
た
こ
ろ
、
私
は
ビ
ー
チ
を
持

た
ず
沖
縄
県
の
観
光
施
策
か
ら
漏
れ

落
ち
た
沖
縄
市
で
悶
々
と
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
勤

め
先
で
あ
る
沖
縄
市
観
光
協
会
で
、

「
リ
ゾ
ー
ト
だ
け
が
沖
縄
じ
ゃ
な
い

―
チ
ャ
ン
プ
ラ
リ
ズ
ム
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
コ

ザ
―
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
沖
縄
市

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
作
成
の

担
当
を
し
た
。
こ
の
ビ
デ
オ
は
、
伝

統
的
な
文
化
に
異
文
化
が
融
合
し
た

独
特
で
強
い
個
性
を
生
み
出
し
た
沖

縄
市
の
自
由
な
空
気
、
躍
動
感
、
人

物
（
特
に
芸
能
人
）
を
テ
ー
マ
に
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
こ
の
仕
事
が
私
の
中
の
「
地
域
ブ

ラ
ン
ド
化
」
と
い
う
意
識
の
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
、
平
成
４
年
当
時
は
、
「
地

域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
明
確
な
意
識

は
な
く
、
他
地
域
と
の
差
別
化
や
元

気
で
魅
力
的
な
人
材
を
通
し
て
沖
縄

市
を
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と
に
重
点

を
置
き
シ
ナ
リ
オ
や
撮
影
方
法
な
ど

の
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
た
。 

　
十
数
年
た
っ
た
今
、
こ
の
ビ
デ
オ

を
見
て
い
て
も
沖
縄
イ
ン
ト
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
意
識
し
た
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

音
楽
家
を
中
心
と
し
た
芸
能
人
達
の

沖
縄
（
特
に
コ
ザ
）
に
対
す
る
思
い

の
深
さ
と
こ
だ
わ
り
に
す
ご
さ
を
感

じ
る
。
沖
縄
市
「
コ
ザ
」
の
懐
の
深

さ
や
い
ろ
ん
な
顔
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
沖
縄
市
の
持
つ
雰

囲
気
や
イ
メ
ー
ジ
を
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」
し
て
市
民
、
県
民
、
観
光
客
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
た
ら
と
今
更
な

が
ら
悔
や
ま
れ
る
。 

　
こ
こ
に
き
て
沖
縄
市
は
話
題
に
事

欠
か
な
い
。
不
思
議
な
く
ら
い
元
気

で
あ
る
。
平
成
19
年
に
ス
タ
ー
ト
予

定
の
中
の
町
再
開
発
事
業
「
音
市
場
」

を
は
じ
め
、
胡
屋
十
字
路
歩
道
橋
撤

去
に
よ
る
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
化

と
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
計
画
、
最
近
で

は
映
画
・
テ
レ
ビ
番
組
撮
影
も
立
て

続
け
に
行
わ
れ
た
。
怪
我
で
甲
子
園

出
場
を
た
た
れ
た
球
児
が
、
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
話
題
を
ふ
り
ま
い
た

カ
ー
リ
ン
グ
で
沖
縄
代
表
と
し
て
国

体
を
ね
ら
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ネ

マ
「
沖
縄
Ｂ
ｏ
ｙ
ｓ
・
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
」
、
近
畿
地
方
で
放
送
さ

れ
た
テ
レ
ビ
番
組
「
沖
縄
オ
バ
ァ
ー

列
伝
」
、
４
月
22
日
に
全
国
公
開
（
東

宝
系
）
さ
れ
た
青
春
音
楽
映
画
「
チ

ェ
ケ
ラ
ッ
チ
ョ
」
、
５
月
か
ら
撮
影

に
は
い
る
Ｔ
Ｂ
Ｓ
開
局
50
周
年
記
念

の
映
画
「
涙
そ
う
そ
う
」
と
ロ
ケ
地

と
し
て
、
い
ま
沖
縄
市
は
ホ
ッ
ト
で

あ
る
。 

　
い
ず
れ
も
音
楽
が
ら
み
の
話
で
あ

る
が
、
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
沖
縄
市

で
は
音
楽
・
芸
能
文
化
を
活
か
し
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
都
市
再
生

の
諸
施
策
が
展
開
さ
れ
始
め
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
基
地
の
門
前
街
と
し

て
オ
キ
ナ
ワ
ン
ロ
ッ
ク
の
街
と
し
て

名
を
は
せ
た
沖
縄
市
が
、
い
ろ
い
ろ

な
音
楽
や
芸
能
を
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
に

し
、
創
造
性
豊
か
な
新
し
い
文
化
と

し
て
発
信
す
る
こ
と
で
「
コ
ザ
文
化

ブ
ラ
ン
ド
」
が
生
ま
れ
、
時
代
を
リ

ー
ド
す
る
文
化
創
造
の
ま
ち
沖
縄
市

を
誇
れ
る
市
民
が
増
え
る
こ
と
を
願

っ
て
止
ま
な
い
。
そ
の
こ
と
が
自
立

的
発
展
の
「
カ
ギ
」
と
な
る
だ
ろ
う
。 

 

社団法人沖縄市観光協会 
事務局長 

崎 浜　秀 嗣 
（さきはま・ひでつぐ） 
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共
済
事
業
（
※
１
）

に
つ
い
て
は
、

自
発
的
な
相
互
扶
助
を
基
礎
と
し
て
、

共
同
し
て
社
会
生
活
を
営
む
も
の
が

将
来
の
危
険
に
備
え
て
共
同
し
て
生

活
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
保
険
業
法
に
よ
る

規
制
は
不
要
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
根
拠
法
の
な
い
共

済
（
い
わ
ゆ
る
無
認
可
共
済
）
の
規

模
や
形
態
の
多
様
化
が
進
み
、
不
特

定
の
者
を
相
手
方
と
す
る
従
来
の
保

険
業
と
の
区
別
が
容
易
で
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
根
拠
法
の

な
い
共
済
の
な
か
に
は
、
不
適
切
な

販
売
を
行
っ
て
い
る
も
の
、
財
務
基

盤
が
脆
弱
な
も
の
な
ど
、
契
約
者
保

護
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年

4
月
1
日
よ
り
根
拠
法
の
な
い
共
済

を
保
険
業
法
の
対
象
と
す
る
改
正
保

険
業
法
（
以
下
、
改
正
法
）
が
施
行

さ
れ
、
「
少
額
短
期
保
険
業
」
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。 

「
少
額
短
期
保
険
業
」
と
は
、
左
記

の
と
お
り
一
定
の
事
業
規
模
の
範
囲

内
で
、
少
額
・
短
期
の
保
険
の
み
引

受
を
行
う
事
業
者
を
い
い
ま
す
。
当

該
事
業
者
は
、
保
険
契
約
者
保
護
の

観
点
か
ら
沖
縄
総
合
事
務
局
で
登
録

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
事
業

開
始
に
あ
た
り
一
定
額
の
供
託
や
情

報
開
示
義
務
、
保
険
募
集
や
資
産
運

用
な
ど
に
お
い
て
規
制
が
か
か
り
ま

す
。 

1
特集 財務部 

Special  
Edition

平
成
１８
年
4
月
1
日
に
現
に
共
済

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
保

険
の
引
受
け
事
業
を
行
う
方

　
改
正
法
に
お
い
て
経
過
措
置
の
適

用
が
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
18
年
9

月
末
ま
で
に
沖
縄
総
合
事
務
局
へ
特

定
保
険
業
者
の
届
出
を
行
い
、
平
成

20
年
3
月
末
ま
で
に
、 

 

①
少
額
短
期
保
険
業
の
登
録
申
請
、

②
保
険
会
社
の
免
許
申
請
、 

③
廃
業 

 

の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

平
成
１８
年
4
月
1
日
以
降
、
新
規

に
少
額
短
期
保
険
業
を
行
う
方 

　
平
成
18
年
4
月
1
日
以
降
に
新

規
で
少
額
短
期
保
険
業
を
は
じ
め
よ

う
と
す
る
方
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局

へ
少
額
短
期
保
険
業
の
登
録
申
請
を

行
い
、
登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 ・資本金／1000万円 
  （経過措置の適用がある場合、500万円）  

 ・年間収受保険料／50億円以下  

 

 （事故発生率の低い賠償保険は別枠で1000万円） 

・保険期間／損害保険2年、生命保険1年  

・保険金額／総額で1000万円以下 
　　　　　疾病による重度障害・死亡 300万円  
　　　　　疾病・傷害による入院給付金等 80 万円  
　　　　　傷害による重度障害・死亡 600万円  
　　　　　損害保険 1000万円  
 

少額短期保険業についてのお問い合わせは、下記までご連絡下さい。 
 
 内閣府沖縄総合事務局 財務部 金融監督課 保険担当  那覇市前島２丁目２１番７号  

電話  098-862-1944  
 

等 

最低 
資本金等 

保険期間、 
金額の上限 
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Special Edition

（※2） 

（※2） 
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
重
点
分
野
と
位

置
づ
け
た
健
康
関
連
産
業
分
野
、
情

報
関
連
産
業
分
野
、
加
工
交
易
型
産

業
分
野
、
環
境
関
連
産
業
分
野
の
４

分
野
に
お
い
て
は
、
も
の
づ
く
り
系

の
産
業
を
中
心
と
し
た
枠
組
み
で
構

成
し
て
き
ま
し
た
。
「
健
康
関
連
産
業
」

に
お
い
て
は
沖
縄
の
薬
草
等
の
地
域

資
源
を
活
用
し
た
健
康
食
品
や
化
粧
品
、

塩
等
の
食
品
系
の
製
造
業
を
、
「
情

報
関
連
産
業
」
に
お
い
て
は
Ｉ
Ｔ
社

会
を
支
え
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
や
コ

ン
テ
ン
ツ
業
等
を
、
「
加
工
交
易
型

産
業
」
に
お
い
て
は
地
域
産
業
を
支

え
る
地
場
製
造
業
を
、
「
環
境
関
連

産
業
」
に
お
い
て
は
リ
サ
イ
ク
ル
商

品
の
開
発
に
取
り
組
む
製
造
業
を
主

な
対
象
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

    

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
環

境
を
整
備
し
、
地
域
経
済
の
持
続
的

な
発
展
を
目
指
す
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ

Ａ
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
）
」
（
以
下
、

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
）
が
２
０
０
２

年
度
の
取
組
開
始
以
降
、
５
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
沖
縄
経
済

牽
引
の
核
と
さ
れ
る
健
康
関
連
産
業

分
野
、
情
報
関
連
産
業
分
野
、
加
工

交
易
型
産
業
分
野
、
環
境
関
連
産
業

分
野
の
４
分
野
を
対
象
に
地
域
の
経

営
者
や
研
究
者
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

行
政
担
当
者
等
が
参
加
し
た
推
進
組

織
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
会
長
：
翁
長
健
治 

琉
球
大
学
名

誉
教
授
）
を
立
ち
上
げ
、
産
学
官
交

流
、
情
報
提
供
、
研
究
開
発
、
販
路

開
拓
等
の
支
援
を
通
し
て
新
事
業
創

出
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
次
々
と
新
事
業
を
創
出
し
、
本
格

的
に
自
立
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
く

に
は
相
当
な
期
間
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
経
済
産
業
部

に
お
い
て
は
引
き
続
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
へ
の
取
組
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
が
、
こ
の
た
め
に
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
長
期
的
な
戦
略
策
定

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
今
般
、
２

０
１
０
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
中

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

大
城
常
夫 

国
立
大
学
法
人
琉
球
大

学
法
文
学
部
観
光
科
学
科
学
科
長
を

委
員
長
に
地
域
経
済
界
か
ら
な
る
メ

ン
バ
ー
に
よ
り
多
方
面
か
ら
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
健
康
食
品
産
業
の

集
積
、
産
業
基
盤
整
備
の
進
展
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
等
の
沖
縄
の
優

位
性
の
活
用
、
沖
縄
振
興
計
画
と
の

歩
の
同
調
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
規
模
の

拡
大
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら

を
基
に
、
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い

て
は
支
援
対
象
分
野
の
枠
組
み
の
再

編
を
行
う
と
と
も
に
２
０
０
６
年
度

か
ら
２
０
１
０
年
度
を
計
画
期
間
と

す
る
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。
以
下

に
、
第
１
期
に
お
け
る
取
組
内
容
と

併
せ
て
第
２
期
に
お
け
る
計
画
内
容

を
御
紹
介
し
ま
す
。 

2
特集 

Special  
Edition

経済産業部 

OKINAWA型産業振興プロジェクト推進 
ネットワーク組織図 

総　会 

運営委員会 

クラスターマネージャー 
中核究会 

会　員 

事務局 ※沖縄薬草利用研究会 
※オープンソース　オフショア　 
　デジタルコンテンツ研究会 
※ものづくり　耐候性材料等評価研究会 
※環境ビジネスフォーラム 
 

健康関連産業 
情報関連産業 
加工交易型産業 
環境関連業 

（財）沖縄県産業振興公社 
（株）トロピカルテクノセンター 
沖縄県信用保証協会 
沖縄県商工会連合会 
沖縄県商工会議所連合会 
（財）沖縄観光コンベンションビューロー 
沖縄県中小企業団体中央会 
（財）雇用開発推進機構 
沖縄県工業技術センター 
（社）沖縄県工業連合会 
沖縄県経営者協会 
（株）沖縄県物産公社 

琉球大学・名桜大学 
沖縄国際大学 
沖縄工業高等専門学校・ 
沖縄ポリテクカレッジ 
岡山理科大学 

沖縄県 沖縄総合事務局 
　（経済産業部） 

（社）沖縄県生産性本部 
沖縄県中小企業家同友会 
特定非営利活動法人フロム沖縄推進機構 
独立行政法人　産業技術総合研究所 
商工組合中央金庫　那覇支店 
（株）サンエー 
ジェトロ沖縄貿易情報センター 
沖縄振興開発金融公庫 
コザ信用金庫 
琉球銀行 
沖縄銀行 
沖縄海邦銀行 

国 
 

自
治
体 

 

大
学
等 

  

対
象
企
業 

  

支
援
機
関 
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独
自
の
活
動
や
分
野
間
の
連
携
を
通

し
た
次
の
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し

て
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
取
組
開

始
以
降
、
会
員
数
が
お
よ
そ
１
０
０

社
か
ら
２
０
０
社
余
ま
で
増
え
て
お

り
ま
す
。 

　
こ
の
活
動
の
結
果
と
し
て
、
企
業
間
、

大
学
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
72
件
、

健
康
食
品
の
県
外
販
路
開
拓
等
の
マ

ッ
チ
ン
グ
が
85
件
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

Special Edition

これまでの沖縄経済 目指すべき沖縄経済 
沖縄の特質 
・人口増加率 全国1位（0.74％） 
・開業率 全国1位（6.18％） 
・住みたい県 全国1位（時事通信） 
・長寿 全国1位（女性） 
・アジア-日本の中継地 ・米軍基地依存（県内総生産比5.0％） 

・国庫（公共工事）依存（同上14.5％） 
・観光関連産業に依存（同上10.6％） 
・低い製造業比率（同上5.7％） 
・高い中小企業性（同上99.9％） 
・少ない本土進出企業、海外進出企業 
・高い失業率（7.9％）と 
　　　低い所得水準（全国比69.0％） 

○
会
員
企
業
に
対
す
る
企
業
訪
問
… 

延
べ
３
４
０
回 

○
講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催
…
…
…
…
…
…
… 

５０
回 

○
産
学
官
交
流
サ
ロ
ン
の
開
催
…
…
…
… 

延
べ
８５
回 

○
研
究
会
等
の
開
催
約
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

５０
回 

○
技
術
開
発
案
件
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
…
…
… 

２４
件 

○
専
門
家
派
遣
…
…
…
…
…
…
…
… 

延
べ
１
０
８
回 

○
金
融
機
関
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
…
…
…
…
…
… 

３
回 

・新分野進出企業、誘致企業の増加 
・本土市場を獲得する企業の増加 
・国際展開する企業の増加 
・観光客、移住者受入の増加 
 
→経済の自立的な拡大 
　→本土依存、基地依存の低減 
　　→失業率の低下、所得水準の向上 

特別振興策 
・特別自由貿易地域 
・情報通信産業特別地区 
・金融業務特別地区 
・若年者雇用奨励金 等 

国依存型 島嶼経済 自立型 発展経済 

県内総生産の推移 県内総生産の目標 

注：県民総生産の推移から推計 出典：沖縄県「県民経済計算（平成15年度） 

(1)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
4
分
野
の 

　
枠
組
み
の
拡
大 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
的
な
推
進
の
た
め

に
、地
域
産
業
や
研
究
機
関
等
が
保

有
す
る
技
術
等
を
核
と
し
た
も
の
づ

く
り
系
産
業
に
加
え
、沖
縄
が
他
地

域
に
比
べ
て
優
位
性
を
持
つ
長
寿
・
健

康
等
の
イ
メ
ー
ジ
、海
・
空
等
の
風
光
明

媚
な
観
光
資
源
、伝
統
文
化
等
を
複

合
的
に
取
り
込
み
、か
つ
、成
長
の
期

待
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
系
の
産
業
を
加
え

た
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図

り
ま
す
。こ
の
た
め
、次
の
よ
う
に
枠
組

み
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

○
健
康
関
連
産
業
分
野 

　
「
食
品
産
業
」に
観
光
産
業
等
の「
保

養
関
連
産
業
」や
「
医
療
産
業
」
を
加

え
、健
康
ア
イ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。 

○
情
報
関
連
産
業
分
野 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、コ
ン
テ
ン
ツ
等
の「
Ｉ
Ｔ
ソ

フ
ト
産
業
」に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
の「
情

報
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
を
加
え
、Ｉ
Ｔ
ア
イ

ラ
ン
ド
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。 

○
加
工
交
易
型
産
業
分
野 

一
般
機
械
、金
属
製
品
等
の「
も
の
づ
く

り
系
産
業
」に
海
外
市
場
等
へ
の
進
出

を
目
指
す
「
加
工
交
易
型
産
業
」
を

加
え
、加
工
交
易
ア
イ
ラ
ン
ド
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。 

○
環
境
関
連
産
業
分
野 

　
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
等
を
製
造
す
る「
環

境
関
連
製
品
等
製
造
産
業
」に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の「
環
境
関
連
サ

ー
ビ
ス
産
業
」
を
加
え
、ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ア
イ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。 

沖縄の産業クラスター計画 第2期　2006年度～2010年度 

基地収入 

国庫からの純経常移転 

観光収入 

その他 

クラスター関連産業 

基地収入 

国庫からの純経常移転 

観光収入 

その他 

クラスター関連産業 
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○
環
境
関
連
産
業
分
野 

　
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
等
を
製
造
す
る

「
環
境
関
連
製
品
等
製
造
産
業
」
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
「
環

境
関
連
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
を
加
え
、

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。 

 

(2)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
 

 
国
庫
や
基
地
依
存
の
高
い
経
済
構

造
、
高
い
失
業
率
、
低
い
県
民
所
得

等
の
改
善
を
図
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
具
体
的
な
目
標
を
次
の
よ
う

に
定
め
ま
し
た
。 

〈
ク
ラ
ス
タ
ー
会
員
の
目
標
〉
５
年

間
の
新
規
事
業
創
出
件
数
４
，
５
０

０
件 

〈
ク
ラ
ス
タ
ー
対
象
分
野
に
及
ぼ
す

効
果
〉
５
年
間
で
約
３
，
５
０
０
億

円
の
売
上
増 

新
規
事
業
創
出
件
数
の
目
標
達
成
に

加
え
、
県
外
か
ら
企
業
や
観
光
客
・

移
住
者
の
受
入
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
重

点
分
野
と
す
る
業
界
全
体
の
売
上
を

２
０
０
３
年
度
の
約
６
，
５
０
０
億

円
か
ら
２
０
１
０
年
度
に
は
約
１
兆

円
規
模
と
し
ま
す
。 

2
特集 

つづき 
Special  
Edition

経済産業部 

産業クラスター計画の分野別目標と取組み 

OKINAWA型産業振興プロジェクト枠組拡大に伴う考え方 

現状【2003年】 

現プロジェクトの課題 新たな枠組 

目標と取組内容 目標値【2010年】 

①健康関連産業 
　約2,300億円 
関連業種　飲料品製造業、塩製造業、医薬品
製造業、化粧品製造業、運動用具製造業、療
術業、スポーツ関連業、芸術文化業、不動産
開発業、医療業、健康診断業、看護業、健康ア
ドバイザー、栄養コンサルタント　等 

 

②情報関連産業 
　約2,000億円 
関連業種　コンテンツ業、ソフトウェア業、情
報処理・提供サービス業、電気通信業、コー
ルセンター、データセンター　等 

 

③加工交易型産業 
　約1,500億円 
関連業種　衣類製造業、泡盛製造業、機械器
具製造業、輸送用機械製造業、機械修理業、
総合リース業、広告代理業、デザイン業、機械
設計業　等 

 

④架橋関連産業 
　約700億円 
関連業種　有機肥料製造業、廃プラスチック
製品製造業、ガラス・同製品製造業、セメント・
同製品製造業、鉄鋼・製鋼圧延業、廃棄物処
理サービス業、コンサルタント業　等 

 
 

①健康関連産業 
　約3,400億円　伸び率：5.2%/年 
沖縄産の原材料を使った健康食品、沖縄
の特長を活かした健康サービス、プログラ
ムを提供する企業群の創出 
 
 
②情報関連産業 
　約3,300億円　伸び率：7.2%/年 
人材面、技術面で、他の地域に比べ圧倒的
に質の高い情報通信サービス企業群 

 

 
③加工交易型産業 
　約2,600億円　伸び率：8.0%/年 
世界の工場であるアジアの地理的な中心
という立地を活かした加工交易型の企業
群（48社の企業誘致） 

 

 
④架橋関連産業 
　約890億円　伸び率：3.8%/年 
島嶼地域の環境の保全や回復のための技
術を有する企業群 

合計：約6,500億円 合計：約10,000億円 

目　　標：食品、保養、医療分野からなる健康産業クラスターを形成し、多様なビ
ジネスモデルを創出し、国内外へのマーケットの拡大と来沖者、移住者
の増加 

取組内容：健康食品、健康学、予防治療の研究・情報拠点を形成。競争力のある健
康産業ビジネスを創出のために分野間連携、企業間連携を進展させる基
盤環境の整備と個別企業等の支援。地域ブランド、知財戦略の充実等 

健康アイランド 
 

目　　標：国内最大のコールセンター・データセンターの集積拠点の形成と併せ、
ソフト、IT関連を集積 

取組内容：年間約1000人の雇用機会創出という成長基調を保つため情報通新企
業の事業拡大を支援する環境の整備。人材の確保、供給支援。県内外の
新たなネットワークの形成やマッチングによる販路拡大、新規事業創出　
等 

ITアイランド 

目　　標：製造業の振興と日本とアジアの中間に位置する地の利を活かした物流ハ
ブ拠点の形成により交易企業を集積。 

取組内容：技術力向上のために産学官連携研究開発の推進。行政機関、誘致企業・
地場企業の技術・情報の交流促進。特別自由貿易地域への企業誘致　等 

加工交易アイランド 
 

目　　標：島嶼地域の自然環境の保全や回復を担う産業、豊かな自然環境を活用し
た産業の育成 

取組内容：島嶼向け小規模廃棄物処理、リサイクル装置の開発。販売促進支援。連
携による環境関連サービスの創出、自然環境を活用する体験型環境産業
の育成　等 

ゼロエミッションアイランド 

SWOT分析による評価 
○イメージ（健康）、地域
資源（自然、薬草、若年
者労働、文化等）を活か
しきれていない。 
　→「強い産業」の連携
による相乗効果 
○産業集積・技術力の向上・
人材育成 
　→制度活用、企業誘致 
 
委員意見 
○沖縄振興計画との整合
性 
　→目標、方向性、県との
連携 
○対象分野の明確化 
　→効果的な分野枠の再
定義化 
 
ネットワークの自立化 
○プロジェクト規模が小
さい 
　現在の会員規模 
　1,200億円 
　→分野枠の拡大、誘致
企業との連携 

健康関連産業 
食品・保養・医療→ 

健康アイランド 
住民の健康福祉、観光客の増加、
移住者の増加 

情報関連産業 
IT・ソフト産業・情報サービス産業
（コールセンター、データセンター、バック
アップセンター）→ 

ITアイランド 
高度化・集積・情報系企業誘致 

加工交易型産業 
地元製造業・誘致企業→ 

加工交易アイランド 
研究開発型・特別自由貿易地
域への誘致促進 

環境関連産業 
既存製造業・環境関連サービス業

→ゼロエミッションアイランド 
商品評価、環境調和型まりづく
り構想の推進 

（青文字は新しく対象とする業種） 

自
立
型
発
展
経
済
の
美
ら
島 

ち
ゅ 
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Special Edition

○
健
康
関
連
産
業
分
野 

　
食
品
、
保
養
、
医
療
産
業
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
し
た
沖
縄
健
康
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
を
形
成
し
、「
健
康
食
等
の
研

究
や
情
報
の
拠
点
と
な
る
食
品
グ
ル
ー

プ
の
核
作
り
」「
健
康
学
等
の
研
究
や

情
報
の
拠
点
と
な
る
保
養
グ
ル
ー
プ
の

核
作
り
」「
予
防
・
治
療
等
の
研
究

や
情
報
の
拠
点
と
な
る
医
療
グ
ル
ー
プ

の
核
作
り
」
を
推
進
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
食
品
産
業
分
野
に
お
い
て

は
「
商
品
開
発
力
及
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
力
の
強
化
」「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
」

に
、
保
養
産
業
分
野
に
お
い
て
は
「
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
と
販
路
開
拓
支

援
」「
品
質
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
確
保
支
援
」

「
人
材
育
成
、
受
入
れ
環
境
の
整
備
」

に
、
医
療
関
連
産
業
分
野
に
お
い
て

は
「
観
光
、
食
事
、
運
動
等
と
の
連

携
支
援
」「
統
合
医
療
の
拠
点
、
高

度
医
療
地
域
の
形
成
」
に
取
り
組
み

ま
す
。 

 

○
情
報
関
連
産
業
分
野 

　
Ｉ
Ｔ
ソ
フ
ト
産
業
分
野
に
お
い
て
は

「
首
都
圏
と
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
」

「
I
T
業
務
技
能
表
彰
」「
I
T
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」「
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
普

及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
Ｏ
Ｓ
Ｓ
（
オ
ー
プ

ン
・
ソ
ー
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
の
普
及
」

に
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
分
野
に
お
い

て
は
「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
と
地
元
企
業
と
の
連
携
構
築
」「
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
人
材
確
保
支
援
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
す
。 

○
加
工
交
易
型
産
業
分
野 

　
も
の
づ
く
り
系
産
業
分
野
に
お
い
て

は
「
総
合
競
争
力
強
化
支
援
」「
市

場
開
拓
等
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
誘

致
企
業
サ
ポ
ー
ト
・
企
業
立
地
促
進

の
た
め
の
課
題
解
決
の
推
進
」
に
、
交

易
型
産
業
分
野
に
お
い
て
は
「
企
業

誘
致
へ
の
取
組
」「
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
」
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

○
環
境
関
連
産
業
分
野 

　
環
境
関
連
製
品
等
製
造
産
業
分
野

に
お
い
て
は
「
研
究
グ
ル
ー
プ
形
成
・

研
究
開
発
支
援
」「
島
嶼
向
け
小
規

模
処
理
技
術
の
開
発
・
販
路
開
拓
」「
企

業
連
携
及
び
事
業
化
支
援
」「
循
環

型
社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
に
必
要
な
企
業

立
地
へ
の
取
組
」
に
、
環
境
関
連
サ
ー

ビ
ス
産
業
分
野
に
お
い
て
は
「
環
境
調

和
型
ま
ち
づ
く
り
支
援
」「
市
場
開
拓

の
た
め
の
環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
と
の

連
携
」「
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
評
価
制
度

の
普
及
」「
自
然
環
境
を
活
か
し
た
体

験
型
環
境
産
業
の
活
動
等
支
援
」
に

取
り
組
み
ま
す
。 

  

経
済
産
業
部
で
は
、
今
後
５
年
間
に

お
け
る
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
し
て
「
自

立
型
発
展
経
済
の
美
ら
島
」
創
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。 

食品 

保養 
医療 

 

健康食品 
製造 

琉球大学 
医学部 
農学部 

推進組織 

レストラン 

販売店 
土産物店 

試験研究 
機関 

健康 
ドリンク 
製造 

医療施設 

漁業組合 

農業組合 

行政・ 
支援機関 

長期滞在型 
施設 

琉球大学 
観光科学科 
名桜大学 

人間健康学部 

芸能・ 
文化施設 

リラク 
ゼーション 
施設 

試験研究 
機関 

観光施設 医療施設 

温泉・ 
タラソ・ 
運動施設 

農業 
体験施設 

行政・ 
支援機関 

健康食品 
製造 

高度 
医療施設 

・CEO（責任・権限）人材 
・3分野をまとめる求心力 

栄養士会 

医師会 

試験研究 
機関 

観光施設 琉球大学 
医学部 

保養施設 

健康診断 
クリニック 

行政・ 
支援機関 

沖縄健康 
産業クラスターの 
イメージ 
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3
特集 

Special  
Edition

開発建設部 

【那覇－西原断面における分担状況】 

【H１６渋滞損失時間の状況】 

【渋滞損失時間の地域構成】 

    

道
路
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
使
わ
れ
方 

　
沖
縄
県
を
南
北
に
縦
貫
す
る
幹
線

道
路
に
お
い
て
、
国
道
58
号
、
国
道

３
２
９
号
、
国
道
３
３
０
号
は
交
通

容
量
を
超
過
す
る
交
通
を
処
理
す
る

の
に
対
し
て
、
沖
縄
自
動
車
道
は
交

通
容
量
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。 

計
画
さ
れ
て
い
る
西
海
岸
道
路
と
あ

わ
せ
て
、
南
北
幹
線
道
路
の
容
量
拡

大
お
よ
び
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
利
用
特

性
の
是
正
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

 

著
し
い
那
覇
都
市
圏
へ
の
交
通
集
中

　
沖
縄
県
の
総
ト
リ
ッ
プ
の
85
％
が

那
覇
都
市
圏
に
集
中
し
て
お
り
、
と

く
に
西
海
岸
に
位
置
す
る
都
市
か
ら

那
覇
市
へ
の
ト
リ
ッ
プ
が
卓
越
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
交
通
集
中
は
九

州
地
区
の
他
県
の
状
況
と
比
較
し
て

も
著
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

那
覇
市
圏
お
よ
び
南
北
方
向
の
道
路

の
強
化
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

 

深
刻
な
交
通
渋
滞 

　
那
覇
都
市
圏
の
渋
滞
は
著
し
く
、

沖
縄
県
の
渋
滞
損
失
時
間
の
約
６
割

が
那
覇
都
市
圏
で
発
生
し
て
い
ま
す
。 

道
路
整
備
等
に
よ
る
抜
本
的
な
渋
滞

対
策
が
必
要
で
す
。 

 

   米
軍
基
地
に
よ
る
東
西
分
断
と
利
便
性

が
低
下
す
る
沖
縄
自
動
車
道
の
I
C
 
 

　
基
地
な
ど
に
よ
る
地

域
分
断
か
ら
一
部
地
域

か
ら
は
高
速
道
路
が
利

用
し
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
例
え
ば
、
宜
野
座

I
C
や
金
武
I
C
に
お

い
て
は
国
道
58
号
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
距
離
、
ア

ク
セ
ス
時
間
と
も
に
悪

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

　
新
規
Ｉ
Ｃ
の
整
備
等

に
よ
る
高
速
道
路
の
利

用
促
進
が
重
要
で
す
。
 

【自動車交通の集中状況】 

【完成時のハシゴ道路ネットワーク】 

【利用が少ないIC】 
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Special Edition

【完成時のハシゴ道路ネットワーク】 【完成時のハシゴ道路ネットワーク】 【ハシゴ道路4つの要】 
　
沖
縄
に
お
け
る
交
通
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
『
ハ
シ
ゴ
道
路
』
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。 

高
速
道
路
の
I
C
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
時
間
短
縮
 

高
速
道
路
の
I
C
へ
１０
分
で
到
着
で
き
る
人
口

が
５４
万
人
か
ら
９３
万
に
増
加 

 

渋
滞
状
況
の
改
善
 

渋
滞
損
失
時
間
が
５８
時
間
か
ら 

３４
時
間
に
減
少 

各
地
か
ら
那
覇
空
港
ま
で
の
 

ア
ク
セ
ス
時
間
の
短
縮
 

空
港
へ
３０
分
で
到
着
で
き
る
人
口
が 

５９
万
人
か
ら
９７
万
に
増
加 

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
使
わ
れ
方
の
解
消
 

は
し
ご
道
路
の
整
備
に
よ
り
、国
道
５８
号
に
集

中
し
て
い
た
南
北
方
向
の
交
通
需
要
が
分
散
さ

れ
ま
す
。 

 

【那覇－西原断面における分担状況】 
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4
特集 

Special  
Edition

運輸部 

　
最
近
、
東
ア
ジ
ア
と
欧
米
と
の
間

を
結
ぶ
コ
ン
テ
ナ
基
幹
航
路
に
お
け

る
日
本
の
港
へ
の
寄
港
回
数
が
減
少

す
る
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日

本
の
港
の
地
位
は
低
下
し
て
お
り
、

そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
免
許
制

の
下
で
事
業
者
間
の
競
争
が
生
ま
れ

に
く
く
、
船
会
社
、
荷
主
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
に

く
く
な
っ
て
い
る
点
が
内
外
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
今
回
の
法
律
改
正
は
、
平
成
12
年

に
先
行
し
て
規
制
緩
和
さ
れ
た
主
要

９
港
に
引
き
続
き
、
そ
れ
以
外
の
地

方
港
（
沖
縄
の
対
象
港
は
、
運
天
港
、

那
覇
港
、
平
良
港
、
石
垣
港
の
４
港
）

に
つ
い
て
も
、
参
入
規
制
や
運
賃
・

料
金
規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
港
湾
運
送
事
業
の
効
率
化
、
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。 

　
今
般
の
規
制
緩
和
を
受
け
て
一
般

港
運
送
事
業
の
許
可
等
に
係
る
権
限

が
沖
縄
総
合
事
務
局
長
に
委
任
さ
れ
、

本
県
に
お
い
て
も
新
規
参
入
の
許
可

申
請
が
あ
れ
ば
、
許
可
基
準
に
基
づ

き
審
査
を
し
た
上
で
許
可
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

１
．
一
般
港
湾
運
送
事
業
者

等
の
事
業
参
入
規
制
、
運
賃
・

料
金
規
制
の
見
直
し 

特
定
港
湾
の
廃
止 

　
特
定
港
湾
を
廃
止
し
、全
て
の

港
湾
に
お
い
て
一
般
港
湾
運
送
事
業

者
等
の
規
制
緩
和
を
実
施
し
ま
す
。 

事
業
参
入
規
制
の
見
直
し 

　
す
べ
て
の
港
湾（
従
前
は
主
要
9

港

の
み
）に
お
い
て
一
般
港
湾

運
送
事
業
等
に
係
る
需
給
調
整
規

制
を
廃
止
し
、免
許
制
を
許
可
制

に
改
め
ま
す
。 

運
賃
・
料
金
規
制
の
見
直
し 

　
す
べ
て
の
港
湾
（
従
前
は
主
要

9
港
の
み
）
に
お
い
て
港
湾
運
送

事
業
等
に
係
る
運
賃
・
料
金
規
制

に
関
し
、
認
可
制
を
事
前
届
出
制

に
改
め
ま
す
。 

検
数
事
業
等
の
規
制
緩
和 

事
業
参
入
規
制
の
見
直
し 

　
需
給
調
整
規
制
を
廃
止
し
、
事

業
参
入
を
免
許
制
か
ら
許
可
制
へ

改
め
ま
す
。 

運
賃
・
料
金
規
制
の
見
直
し 

　
運
賃
・
料
金
規
制
に
つ
い
て
、認
可

制
か
ら
事
前
届
出
制
へ
改
め
る
。 

登
録
制
度
の
廃
止 

　
検
数
人
等
の
登
録
制
度
を
廃
止

し
ま
す
。 

 

３
．
そ
の
他 

港
湾
運
送
の
引
受
義
務
の
廃
止 

　
港
湾
運
送
事
業
者
に
課
せ
ら
れ

た
港
湾
運
送
の
引
受
義
務
を
廃
止

し
ま
す
。 

事
業
改
善
命
令 

　
事
業
改
善
命
令
に
つ
い
て
、公
共

の
利
益
を
阻
害
し
て
い
る
場
合
等
も

そ
の
対
象
と
し
、国
土
交
通
大
臣
が
、

事
業
の
運
営
を
改
善
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
ま
す
。 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、平
成
18

年
３
月
20
日
に
関
係
事
業
者
等
を
対

象
に
改
正
港
湾
運
送
事
業
法
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た 
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Special Edition

「規制改革・民間開放推進３か年計画」に基づき、 
（平成16年3月19日閣議決定） 

「特定港湾以外の港湾における港湾運送事業の規制緩和」 
を、事業者間の競争を促進し、事業の効率化や 
多様なサービスの提供を図る観点から実施する。 

特定港湾（主要９港）に限って港湾運送事業について規制緩和を先行実施 
（平成１２年１１月）  

 

港湾運送事業の規制緩和を全国の港湾（計９３港）に拡大 

●主要9港● 
千葉・京浜・清水・名古屋・四日市・大阪・神戸・関門・博多 

港 湾 の 活 性 化 を 促 進  

事業参入 
免許制→許可制 
（需給調整規制の廃止） 

運賃・料金 

認可制→事前届出制 

全国一律の規制体系へ 
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個
人
消
費
を
み
る
と
、
百
貨
店
は
、

飲
食
料
品
が
堅
調
な
こ
と
な
ど
か
ら

前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
主
要
ス
ー

パ
ー
は
、
新
規
出
店
も
あ
っ
て
主
力

の
飲
食
料
品
が
堅
調
な
こ
と
か
ら
、

前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
前
年
を
上
回
っ
て

い
る
。  

　
耐
久
消
費
財
の
動
向
を
み
る
と
、

家
電
販
売
は
、
薄
型
テ
レ
ビ
が
好
調

  

　
観
光
を
観
光
入
込
客
数
で
み
る
と
、

沖
縄
ブ
ー
ム
が
続
い
て
お
り
、
新
空

港
開
港
に
よ
る
増
便
効
果
な
ど
か
ら

12
ヶ
月
連
続
で
前
年
を
上
回
っ
て
い

る
。
主
要
ホ
テ
ル
の
客
室
稼
働
率
、

客
室
単
価
は
引
き
続
き
前
年
を
上
回

っ
て
い
る
。  

　
こ
の
よ
う
に
観
光
は
好
調
に
推
移

し
て
い
る
。
先
行
き
に
つ
い
て
、
予

約
状
況
は
好
調
で
あ
る
。 

  

　
雇
用
情
勢
を
み
る
と
、
新
規
求
人

数
、
県
外
か
ら
の
受
求
人
数
は
増
加

し
て
お
り
、
有
効
求
人
倍
率
は
緩
や

か
に
改
善
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改

善
の
動
き
が
続
い
て
い
る
。 

管
内
経
済
情
勢
報
告 

観
光
は
好
調
に
推
移
し
、個
人
消
費
は
引
き
続
き
順
調
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、 

全
体
と
し
て
は
緩
や
か
な
回
復
が
続
い
て
い
る
。 

設
備
投
資
は
減
少
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
観
光
は
好
調
に
推
移
し
、
個
人
消
費
は 

引
き
続
き
順
調
に
推
移
し
て
い
る
ほ
か
、
企
業
収
益
は
増
益
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。 

先
行
き
に
つ
い
て
も
、
観
光
が
引
き
続
き
好
調
に
推
移
し
、
緩
や
か
な
回
復
傾
向
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。 

SHIGOTONO*MADO

01
財務部 

総括判断 
H18年1月 

緩やかな回復が続いている 

H18年4月 

緩やかな回復が続いている 

前回との比較 

引
き
続
き
順
調
に
推
移 

好
調
に
推
移 

改
善
の
動
き
続
く 

■
住
宅
建
設  

住
宅
建
設
を
新
設
住
宅
着

工
戸
数
で
み
る
と
、
持
家
、
貸
家
、
分
譲

で
い
ず
れ
も
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の

の
、
全
体
と
し
て
は
高
水
準
を
維
持
し
て

い
る
。        

        

■
設
備
投
資
　
17
年
度
の
設
備
投
資
実
績

見
込
み
額
は
、
全
産
業
で
は
23
・
２
％
の

減
少
と
前
年
度
を
下
回
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。 

　
18
年
度
の
設
備
投
資
計
画
額
を
み
る
と
、

全
産
業
で
は
44
・
０
％
の
増
加
と
前
年
度

を
上
回
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。 

■
公
共
事
業
　
公
共
事
業
の
動
向
を
公
共

工
事
前
払
金
保
証
請
負
額
（
累
計
）
で
み

る
と
、
前
年
並
と
な
っ
て
い
る
。 
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な
こ
と
な
ど
か
ら
前
年
を
上
回
っ
て

い
る
。
新
車
販
売
は
小
型
乗
用
車
が

前
年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
普

通
乗
用
車
及
び
軽
自
動
車
が
前
年
を

上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
で

は
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
中
古
車

販
売
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。  

　
こ
の
よ
う
に
、
個
人
消
費
は
引
き

続
き
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。 

01 財務部 

開発建設部 

経済産業部 

02
03

■大型小売店等販売額、家電卸売額、新車登録台数（前年比） 

■主要ホテルの客室稼働率、客室単価 ■観光入込客数 

■有効求人倍率 ■新規求人数、県外からの受求人数（前年比） 

■
生
産
活
動
　
生
産
活
動
を
み
る
と
、
金

属
製
品
で
は
、
競
合
等
に
よ
る
受
注
の
減

少
か
ら
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
食
料
品

で
は
、
食
肉
加
工
品
の
一
部
は
県
外
需
要

が
堅
調
な
も
の
の
、
酒
類
は
前
年
ま
で
の

高
水
準
の
反
動
も
あ
っ
て
減
少
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

窯
業
・
土
石
で
は
、
民
需
向
け
は
高
水
準

を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
官
公
需
向
け

の
減
少
か
ら
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
生
産
活
動
は
こ
の
と
こ

ろ
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
。 

 

■
企
業
収
益
　
経
常
利
益
を
み
る
と
、
17

年
度
通
期
は
、
製
造
業
で
「
減
益
」
と
み

て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
「
増
益
」

と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
12

・
０
％
の
「
増
益
」
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
。
　  

　
18
年
度
通
期
も
、
製
造
業
で
「
減
益
」

と
み
て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
「
増

益
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で

は
６
・
３
％
の
「
増
益
」
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。 

 

■
企
業
の
景
況
感
　
18
年
１
〜
３
月
期
の

貴
社
の
景
況
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
を
み
る
と
、
製

造
業
で
は
食
料
品
、
窯
業
・
土
石
製
品
は

下
降
企
業
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
下

降
」
超
に
転
じ
て
い
る
。
非
製
造
業
で
は

建
設
は
下
降
企
業
が
増
加
し
て
い
る
一
方
、

不
動
産
、
サ
ー
ビ
ス
は
上
昇
企
業
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
前
回
と
同
様
に
「
上

昇
」
と
「
下
降
」
が
均
衡
し
て
い
る
。  

　
こ
の
結
果
、
全
産
業
で
は
「
下
降
」
超

に
転
じ
て
い
る
。 
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大
規
模
災
害
に
備
え
て 

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
用
開
始
（
画
像
伝
送
装
置
搭
載
） 

沖
縄
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、 

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
に
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
導
入
し
、 

平
成
１８
年
４
月
か
ら
運
用
開
始
し
ま
し
た
。 

SHIGOTONO*MADO

02
開発建設部 

沖縄総合事務局に配備する防災ヘリコプター 

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
配
備 

 

　
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
配
備
に
よ

り
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
時
に

沖
縄
県
内
の
公
共
土
木
の
被
害
状
況

や
一
般
被
害
状
況
の
画
像
情
報
収
集

を
迅
速
に
行
い
、
適
切
な
応
急
復
旧

体
制
の
確
立
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

　
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
内

閣
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
（
首
相
官
邸
）

ま
で
現
地
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
配
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

迅
速
な
応
援
体
制
の
確
保
な
ど
危
機

管
理
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。 

　
今
回
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
民

間
機
を
借
り
上
げ
し
、
専
用
機
と
し

て
試
験
運
用
と
な
り
ま
す
。 

     

 

　
沖
縄
管
内
に
約
14
箇
所
を
確
保
。

た
だ
し
、
補
給
基
地
は
中
日
本
航
空

㈱
沖
縄
運
航
所
（
糸
満
市
）
及
び
那

覇
空
港
の
２
箇
所
と
な
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
当
該
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
常

駐
基
地
は
、
中
日
本
航
空
㈱
沖
縄
運

航
所
（
糸
満
市
）
と
な
り
ま
す
。 

ヘ
リ
ポ
ー
ト 

機体型式 
最大離陸重量 
ローター直径 
全長 
座席数（操縦士席含む）※ 
高速巡航速度※ 
エンジン最大連続出力※ 
航続距離※ 
最大航続時間※ 

ユーロコプター式AS350B3型JA022N 
2250kg 
10.69m 
10.93m 
５席（ヘリテレ通信装置搭載のため） 
約210km/h(約120kts) 
728shp×1 
420km 
約2時間 

※上記性能はヘリテレ通信装置を設置したときの参考数値です。 
可搬型ヘリコプター画像伝送装置 

ヘリコプターからの空撮 
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財務部 

開発建設部 

経済産業部 

02
03

　ヘリコプターにより災害現場上空から

撮影した映像を、無線中断所を介し、内

閣府、国土交通省、沖縄総合事務局開発

建設部、関係機関、関係自治体などに配

信します。 

■ヘリコプター画像伝送システム 

01

首　相　官　邸 

公団等関係機関 

無線中継所 

市　町　村 

土　木　部 

沖縄県 

防災部局等 

多野岳 

内　閣　府 国土交通省 

気　象　庁 

海上保安庁 第十一管区 
海上保安本部 

沖縄総合事務局 
開発建設部 

【中央防災無線網】 

【国土交通省専用通信網】 

【都道府県・市町村防災無線網】 

通信衛星 

沖縄総合事務局ヘリ 

衛星通信車 

各都道府県とのホットライン 
（国道交通省回線設備共用） 

消　防　庁 

内　閣　官　房 

中 央 省 庁 等  

公 共 機 関 等  

立川災害対策 
本部予備施設 

多重無線通信 

移動体・衛星通信網 

光ファイバ通信網 

臨時通信網 
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電
気
用
品
安
全
法
の
経
過
措
置
に
つ
い
て 

　
平
成
13
年
に
施
行
さ
れ
た
電
気
用

品
安
全
法
は
、電
気
用
品
の
製
造
、輸
入
、

販
売
の
事
業
に
つ
い
て
の
規
制
を
定
め

て
い
ま
す
。
法
施
行
以
前
に
製
造
又
は

輸
入
さ
れ
た
旧
法（
電
気
用
品
取
締
法
）

に
基
づ
く
表
示
の
あ
る
電
気
用
品
の
販

売
に
つ
い
て
は
、当
該
電
気
用
品
の
品
目

毎
に
、５
年
、７
年
、
10
年
の
経
過
措
置

期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、

５
年
間
の
経
過
措
置
の
品
目
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
３
月
31
日
を
以
て
販
売
猶

予
期
間
が
終
了
し
、そ
れ
以
降
は
Ｐ
Ｓ

Ｅ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
な
い
電
気
用
品
は

販
売
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

経
過
措
置
一
部
修
了
に
伴
う
対
策
に
つ
い
て 

　
５
年
間
の
販
売
猶
予
期
間
終
了
に

伴
う
対
策
と
し
て
、経
済
産
業
省
は
、

中
小
中
古
電
気
用
品
販
売
事
業
者
な

ど
の
負
担
軽
減
の
特
別
措
置
と
し
て
、

事
業
届
出
の
書
式
及
び
自
主
検
査
記

録
の
簡
素
化
を
図
り
ま
し
た
。ま
た
、Ｐ

Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
を
付
け
る
た
め
に
必
要
な

自
主
検
査
を
支
援
す
る
た
め
の
検
査

機
器
の
無
料
貸
出
し
と
出
張
検
査
サ

ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

経
済
産
業
部
で
は
、事
業
者
が
法
律
を

遵
守
し
、円
滑
に
特
定
電
気
用
品
以
外

の
電
気
用
品
に
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
を
表
示

で
き
る
よ
う
、手
続
の
流
れ
、届
出
の
記

載
方
法
、自
主
検
査
の
方
法
等
の
実
演

を
交
え
た
講
習
会
を
４
月
13
日
に
那

覇
市
内
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 「
特
定
以
外
の
電
気
用
品
の
例
」 

１
．事
業
者
届
出 

新
た
に
事
業
を
開
始
す
る
場
合
は

開
始
か
ら
30
日
以
内
に
沖
縄
総
合

事
務
局
長
に
「
事
業
届
出
」
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

２
．技
術
基
準
適
合
確
認 

当
該
電
気
用
品
に
つ
い
て
国
が
定
め

る
技
術
基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 

３
．自
主
検
査 

電
気
用
品
の
製
造
又
は
輸
入
を
行

う
に
あ
た
っ
て
は
、国
が
定
め
た
検
査

の
方
式
に
よ
り
検
査
を
行
い
、検
査

記
録
を
作
成
し
、こ
れ
を
検
査
の
日

か
ら
３
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

４
．Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
の
表
示 

届
出
事
業
者
は
、基
準
に
適
合
し
、

検
査
等
を
実
施
し
た
電
気
用
品
に

つ
い
て
、国
が
定
め
た
表
示
を
付
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

 

 
 

電
気
用
品
安
全
法
に
つ
い
て 

Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
は
、電
気
用
品
が
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
マ
ー
ク 

電
気
用
品
安
全
法
は
、
電
気
用
品
に
よ
る
火
災
等
の
事
故
を
防
止
し
、
消
費
者
の
安
全
を
守
る
た
め
、
特
に
感
電
や 

火
災
等
の
危
険
や
障
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
多
い
電
気
用
品
と
し
て
電
気
便
座
、
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
な
ど 

百
十
二
品
目
を
「
特
定
電
気
用
品
」
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
電
気
冷
蔵
庫
、
電
気
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ
な
ど 

三
百
三
十
八
品
目
を
「
特
定
以
外
の
電
気
用
品
」
と
し
て
計
四
百
五
十
品
目
の
製
品
が
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

SHIGOTONO*MADO

03
01

経済産業部 

財務部 

開発建設部 

経済産業部 

経
過
措
置
期
間
終
了
後
の 

特
定
以
外
の
電
気
用
品
の 

手
続
き
の
流
れ 

03
02

事
業
の
届
出 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
に
提
出
 

技
術
基
準
適
合
確
認 

旧
法
の
表
示
等
の
確
認
 

自
主
検
査 

外
観
絶
縁
耐
力
・
通
電
検
査
、 

記
録
保
存
 

【表示例】 
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
の
表
示 

表
示
例
参
照
 

定格電力　１００Ｖ 

定格消費電力　１６０／１７０Ｗ 

定格周波数　５０／６０Ｈｚ 

 

経済産業商事（株） 
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食
品
残
さ
の
飼
料
化
の
推
進
は
、飼
料
自
給
率
の
向
上

を
図
る
上
で
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
１７
年
に
策
定
さ
れ
た
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
で
は
、飼
料
自
給
率
を
３５
％
ま
で
向
上
さ
せ
る
と
の

目
標（
平
成
２７
年
度
）が
設
定
さ
れ
て
お
り
、食
品
廃
棄
物

等
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
推
進
に
関
す
る

施
策
・
取
組
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、食
品
残
さ
の
飼
料
化

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
自
給
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。  

　
沖
縄
地
域
に
お
い
て
は
、沖
縄
総
合
事
務
局
が
中
心
と

な
り
、昨
年
8
月
に「
沖
縄
地
域
食
品
残
さ
等
飼
料
化
推
進

協
議
会
」を
設
置
し
、食
品
残
さ
等
の
飼
料
化
推
進
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
、平
成
１７
年
度
の
取
組
の

報
告
を
行
う
と
と
も
に
、平
成
１８
年
度
の
行
動
計
画
の
中

で
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
た
め
、去
る
3
月
3
日（
金
）に
沖
縄
船
員
会
館
に
お
い

て「
平
成
１７
年
度
第
2
回
沖
縄
地
域
食
品
残
さ
等
飼
料
化

推
進
協
議
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。  

　
協
議
会
で
は
、農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
部
畜
産
振
興

課
需
給
対
策
室
の
今
井
担
当
官
か
ら
、本
協
議
会
に
先
立
っ

て
2
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
2
回
全
国
食
品
残
さ
飼

料
化
行
動
会
議
」の
概
要
、食
品
残
さ
の
飼
料
化
推
進
に
取

り
組
む
意
義
や
目
的
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
あ
と
、事
務
局

よ
り
１７
年
度
行
動
計
画
の
取
組
状
況
の
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。  

　
そ
の
後
、委
員
か
ら
は
、全
国
で
の
取
組
事
例
の
情
報
提

供
や
消
費
者
の
理
解
を
得
る
た
め
生
産
者
と
消
費
者
の
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
の
構
築
、更
に
、こ
の
よ
う
な
取
組

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
と
広
く
県
民
に
訴
え
る
必
要
性

等
の
提
案
な
ど
、積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
１８
年
度
行
動
計
画
で
取
り
組
む
事
項（
案
）が

提
案
さ
れ
、引
き
続
き
、全
国
の
行
動
計
画
を
踏
ま
え
て
、

食
品
残
さ
の
飼
料
化
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

発
明
の
日
（
4
月
１８
日
）
と
は
、
明
治
１８
年
4
月
１８
日

に
現
在
の
特
許
法
に
あ
た
る
専
売
特
許
条
例
が
公
布
さ
れ
た

日
で
あ
り
、
ま
た
、
発
明
先
覚
者
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も

に
、
発
明
の
振
興
と
促
進
を
図
り
、
広
く
社
会
に
普
及
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
２９
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。 

　
経
済
産
業
部
で
は
、
こ
の
発
明
の
日
を
記
念
し
て
、
4
月

２３
日
（
日
）
に
ジ
ャ
ス
コ
那
覇
店
前
広
場
お
い
て
、
小
・
中

学
生
の
「
も
の
づ
く
り
」
を
通
し
て
の
知
的
財
産
権
に
対
す

る
意
識
の
向
上
を
目
的
に
「
発
明
の
日
子
ど
も
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
子
ど
も
フ
ェ
ア
も
、
平
成
１５
年
か
ら
始
め
て
今
年
度

で
4
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
「
親
子
も
の
づ
く
り
教
室
」

「
ア
イ
デ
ア
バ
ト
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
「
ロ
ボ
ッ
ト
大
戦
シ
ョ

ー
」
等
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
各
コ
ー
ナ
ー
は
、
約

1
2
0
0
名
も
の
親
子
で
大
盛
況
で
し
た
。 

　
フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
子
ど
も
達
に
は
、
も
の
づ
く
り
へ
の

興
味
、
探
求
心
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
創
意
工
夫
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
少
し
で
も
知

的
財
産
権
制
度
の
重

要
性
、
発
明
す
る
こ

と
の
楽
し
さ
、
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

那
覇
港
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
は
那
覇
ふ
頭
三
重
城
側
と

空
港
側
を
8
函
の
沈
埋
函
で
結
ぶ
延
長
約
7
2
4
ｍ
の
自
動

車
専
用
道
路
で
す
。 

　
那
覇
港
と
背
後
地
域
と
の
円
滑
な

輸
送
体
系
を
構
築
す
る
た
め
に
計
画

さ
れ
、那
覇
ふ
頭
地
区
の
港
口
部
を

横
断
す
る
こ
と
で
、本
島
南
部
と
の

連
絡
を
強
化
し
、慢
性
的
な
渋
滞
が

続
く
幹
線
道
路
の
緩
和
対
策
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、県
内

初
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
ま
す
。こ

の
ト
ン
ネ
ル
は
合
計
8
個
の
沈
埋
函

と
よ
ば
れ
る
函（
は
こ
）（
長
さ
９０
m
×

幅
３７
m
×
高
さ
8
・
7
m
）を
海
底
に

沈
め
て
造
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
、5
つ
の
沈
埋
函
の
接
続
を

完
了
し
て
お
り
、今
回
空
港
側
換
気
塔
に
接
続
す
る
8
号
函

が
製
作
場
所
で
あ
る
大
分
県
か
ら
回
航
さ
れ
、3
月
２２
日
に

無
事
に
那
覇
港
に
入
港
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
の
作
業
と
し
て
、伊
奈
武
瀬
係
留
ヤ
ー
ド
に
お
い
て
、

桟
橋
と
ケ
ー
ソ
ン
に
係
留
し
た
浮
遊
状
態
の
沈
埋
函
内
部
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
、諸
設
備
を
艤
装
し
た
後
、来
年
夏

前
に
は
現
地
で
の
沈
設
、接
合
を
行
う
予
定
で
す
。
 

KYOKUNO*UGOKI

「
沖
縄
地
域
食
品
残
さ
等
飼
料
化 

推
進
協
議
会
」
を
開
催 

農
林
水
産
部 

発
明
の
日 

子
ど
も
フ
ェ
ア
を
開
催 

経
済
産
業
部 

那
覇
港
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
８
号
函
を 

大
分
よ
り
回
航 

開
発
建
設
部 
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Ⅰ
・
沖
縄
の
就
職
内
定
率
に
つ
い
て 

Ⅱ
・
自
立
に
向
け
た
若
者
支
援
の
現
場
か
ら 

〜
沖
縄
産
業
開
発
青
年
協
会
（
若
者
自
立
塾
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜 

数字の小道 す う じ の  

こ み ち  

　
沖
縄
県
に
お
け
る
新
規
学
卒
者

の
就
職
内
定
率
の
推
移
を
み
る
と
、

平
成
3
年
3
月
末
現
在
で
は
高
卒

者
85
・
7
％
、大
卒
者
79
・
8
％
を

示
し
て
い
た
も
の
の
、景
気
の
低
迷

と
と
も
に
、高
卒
者
に
関
し
て
は
平

成
12
年
3
月
末
現
在
56
・
6
％
、大

卒
者
に
関
し
て
は
平
成
8
年
3
月

末
現
在
47
・
4
％
ま
で
低
下
し
ま

し
た
。そ
の
後
、全
国
的
な
景
気
回

復
が
見
ら
れ
る
中
で
、平
成
18
年

3
月
末
に
は
高
卒
者
87
.
3
％
、

大
卒
者
70
.
0
％
ま
で
改
善
し
て

い
ま
す（
図
１
）。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、若
年
者
失
業

率（
15
〜
29
歳
）は
平
成
17
年
で
、

全
国
平
均
7
・
4
％
に
対
し
て
13
・

9
％
と
著
し
く
高
く
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、文
部
科
学
省
が
公
表
し
て
い

る『
平
成
17
年
度
学
校
基
本
調
査
』

に
よ
る
と
、新
規
高
卒
無
業
者
の
割

合
は
、全
国
平
均
6
・
6
％
に
対
し

て
、沖
縄
県
で
は
3
倍
以
上
の
20
・

9
％
、新
規
大
卒
無
業
者
の
割
合
は
、

全
国
平
均
17
・
8
％
に
対
し
て
、沖

縄
県
で
は
倍
以
上
の
41
・
5
％
に
及

ん
で
い
ま
す（
図
2
・
3
）。
 

　
国
で
は
、若
年
労
働
者
の
雇
用

促
進
や
職
業
能
力
の
開
発
に
向
け

て
、沖
縄
県
と
一
体
と
な
っ
て
沖
縄

振
興
計
画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

あ
る
「
職
業
安
定
計
画
」
に
沿
っ
て

各
種
支
援
措
置
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
若
年
労
働
者
の
雇
用
の
促
進

に
つ
い
て
は
、沖
縄
若
年
者
雇
用
奨

励
金
に
よ
る
雇
用
機
会
の
創
出
を
支
援

し
て
い
る
ほ
か
、職
業
教
育
の
充
実
や
広

域
的
な
職
場
体
験
実
習
の
実
施
等
の
就

職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、沖
縄

県
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、職
業

意
識
形
成
等
の
人
材
育
成
か
ら
就
職
ま

で
の
一
貫
し
た
総
合
的
な
支
援
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
 

　
無
業
者
の
増
加
は
、全
国
で
65
万
人

と
も
80
万
人
と
も
い
わ
れ
る
「
ニ
ー
ト
」

を
増
加
さ
せ
る
要
因
と
も
な
る
こ
と
か

ら
、無
業
者
対
策
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
若
年
者
失
業
率
の
改
善
や

無
業
者
数
の
減
少
の
た
め
に
は
、就
業
意

識
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
若
者
に
目
標

を
明
確
に
さ
せ
て
自
立
を
促
し
、就
業

意
識
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

「
若
者
自
立
塾
」
の
目
的
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
内
容
は
？
 

　
仕
事
や
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
、

学
校
に
行
っ
て
い
な
い
、
職
業
訓
練
を

受
け
て
い
な
い
３５
歳
ま
で
の
未
婚
の

若
者
を
対
象
に
、
働
く
自
信
と
意
欲

を
養
い
、
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て

必
要
な
基
本
的
な
能
力
の
習
得
を
目

的
と
し
て
い
る
。
基
本
的
生
活
習
慣

を
確
立
す
る
た
め
の
基
礎
訓
練
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
資
格
取
得
の
た
め
の
資
格

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
他
に
、
キ
ャ
ン
プ
実
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
取
り
入
れ
た

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。 

 塾
生
の
反
応
や
変
化
は
？
 

　
入
塾
時
、何
か
お
ど
お
ど
し
て
人
付

き
合
い
が
苦
手
だ
っ
た
よ
う
な
子
が
変

わ
っ
て
い
く
の
が
目
に
見
え
る
。
我
々

　
そ
こ
で
今
回
は
、全
国
20
ヶ
所
に
所
在

す
る
「
若
者
自
立
塾
」の
モ
デ
ル
と
も
な
っ

た
、団
体
生
活
等
に
よ
り
、社
会
性
や
就

業
意
識
を
身
に
付
け
さ
せ
、資
格
取
得

に
よ
り
就
職
を
支
援
し
て
い
る
産
業
開

発
青
年
隊
を
主
宰
す
る
沖
縄
産
業
開
発

青
年
協
会
の
松
田
理
事
長
＝
写
真
中
央

＝
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
か
ら
、社
会

人
と
し
て
の
資
質
を
身
に
付
け
よ
う
と

模
索
す
る
若
者
達
の
自
立
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
 

 

資料：文部科学省「平成17年度学校基本調査報告書」 
　※1 無業者とは、進学及び就職をせず、かつ専修学校等で

学業を継続しない、一時的な仕事に就いていない者を
いう。 

　※2 調査時に、一時的な仕事に就いた者をフリーターとした。 
 

資料：沖縄労働局「新規学卒者の求人・求職の状況」 
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Ⅲ
・
お
わ
り
に
 

が
教
え
る
と
い
う
よ
り
も
、お
互
い
が

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成
長
し
て
変
わ

っ
て
い
く
こ
と
が
共
同
生
活
の
利
点
だ

ろ
う
。 

　
ま
た
、親
元
を
離
れ
て
生
活
し
、身

の
回
り
の
こ
と
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

い
か
に
親
に
甘
え
て
い
た
か
を
実
感

で
き
、自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、今

後
の
生
活
の
仕
方
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。 

 ご
家
族
の
反
応
や
ア
ド
バ
イ
ス
は
？
 

　
自
分
の
子
供
が
日
々
変
わ
っ
て
い
く

姿
を
見
て
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
の
は

確
か
で
あ
る
。「
う
ち
の
子
が
県
外
に

働
き
に
出
て
行
く
き
っ
か
け
を
与
え
て

も
ら
っ
て
感
謝
、感
激
で
あ
る
。
」
と
い

う
意
見
や
、機
械
実
習
で
運
転
す
る
姿

に
感
激
し
た
ご
家
族
も
い
る
。一
方
で
、

「
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
」
と

い
う
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
よ

う
で
、合
宿
中
に
洗
濯
等
の
た
め
に
訪
れ
る

親
御
さ
ん
も
い
る
。
ご
両
親
も
、子
離
れ
し

て
、子
供
が
進
む
み
ち
、自
ら
が
選
択
し
た

進
路
や
仕
事
を
応
援
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 今
後
の
課
題
や
目
標
は
？
 

　
近
年
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
I
T
技
術

の
習
得
は
、
ど
の
産
業
分
野
で
も
重
要
性

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
老
人
福
祉

に
関
す
る
資
格
習
得
コ
ー
ス
等
も
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
る
が
、
変
化

す
る
社
会
の
要
請
に
、
的
確
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
も
課
題
で
あ
り
、
資
金
等
の
準

備
が
で
き
れ
ば
、
段
階
的
に
設
備
を
導
入

し
て
い
き
た
い
。
今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
も
活
用
し
、
広
報
・
宣
伝
活
動
を

行
い
、
沖
縄
を
含
め
全
国
の
多
く
の
若
者

達
の
、
自
主
・
自
立
の
精
神
を
養
い
、
社

会
へ
輩
出
し
て
い
き
た
い
。
 

　
今
回
は
「
沖
縄
産
業
開
発
青
年
協
会
」

の
取
組
み
に
つ
い
て
、
話
を
伺
い
ま

し
た
。
松
田
理
事
長
を
は
じ
め
職
員

の
方
々
、
塾
生
の
皆
様
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
社
会
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
、

資
格
や
技
能
だ
け
で
な
く
、
基
本
的

生
活
習
慣
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
連
帯
意
識
や
責
任
感
な
ど
の

人
間
と
し
て
最
も
根
本
的
な
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
規
則
正
し
い
集
団
生
活
の
中
で
、

自
信
と
労
働
意
欲
を
養
い
、
自
立
を

促
し
、
多
く
の
若
者
を
社
会
へ
輩
出

し
て
い
る
同
協
会
の
取
組
み
は
重
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
自
立
塾
で
学
び
、
自
信
を
つ
け
て

社
会
へ
羽
ば
た
い
て
い
こ
う
と
す
る

若
者
た
ち
と
、
彼
ら
を
育
成
し
、

支
援
す
る
取
組
み
が
結
び
つ
き
、

継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
、
厳

し
い
雇
用
情
勢
を
少
し
ず
つ
打

開
す
る
力
と
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

建設機械実習 溶接実習 物づくり体験 カヌー体験 

社団法人 沖縄産業開発青年協会（青年隊）　 
〒905-1204 沖縄県国頭郡東村字平良380-1 
 1 0980-43-2118 50980-43-2505 
 http://www2.tontonme.ne.jp/users/kaihatu/
 
社団法人　日本青少年育成協会 
沖縄県国頭郡本部町字伊豆味1204 

1 0980-47-7400
東京都新宿区神楽坂6-35-1教育センタービル2F 

1 03-3269-8411
　http://www.jyda.jp/

沖縄には下記の2つの支援施設があります 
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新
・
沖
縄
情
報
通
信
産
業
 

振
興
の
た
め
の
研
究
会
に
つ
い
て
 

４
月
４
日
、 

今
後
の
沖
縄
県
の
情
報
通
信
産
業
振
興
に
向
け
た
取
組
を
議
論
す
る
、 

「
新
・
沖
縄
情
報
通
信
産
業
振
興
の
た
め
の
研
究
会
」
の
 

第
１
回
目
の
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
、そ
の
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

 

１
．研
究
会
の
背
景
・
趣
旨
 

　
情
報
通
信
産
業
の
振
興
は
、沖
縄

の
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
た

重
要
な
柱
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
お
り
、こ
れ
ま
で
、沖
縄
県
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想（
平
成
10

年
9
月
）、沖
縄
国
際
情
報
通
信
特

区
構
想（
平
成
12
年
8
月
）、沖
縄

県
情
報
通
信
産
業
振
興
計
画
（
平

成
14
、
17
年
）等
の
構
想
や
計
画
に

基
づ
き
、沖
縄
県
や
市
町
村
と
一
体

と
な
っ
て
様
々
な
施
策
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
結
果
、沖
縄
の
情
報
通
信
産

業
は
、平
成
８
年
以
降
、県
外
か
ら

約
1
0
0
社
の
企
業
が
進
出
し
、こ

れ
に
よ
り
若
年
者
を
中
心
に
約
１

万
人
の
雇
用
創
出
が
実
現
し
、目
に

見
え
る
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
 

　
特
に
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
日
本
有

数
の
集
積
地
と
な
っ
て
お
り
、そ
の

業
務
内
容
も
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り

高
度
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
最

近
で
は
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
企
業
の

集
積
も
図
ら
れ
て
お
り
、バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
拡

大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
他
方
、国
内
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
企
業

の
誘
致
競
争
が
激
化
し
て
い
る
状
況

に
加
え
、海
外
に
お
い
て
も
、低
廉
な

運
用
コ
ス
ト
や
豊
富
な
Ｉ
Ｔ
人
材
な

ど
が
誘
引
材
料
と
な
っ
て
、中
国
や

イ
ン
ド
な
ど
に
進
出
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ（
外
部
委
託
）す
る
企
業
が
増

え
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、今
年
度

が
沖
縄
振
興
計
画
の
前
期
５
年
の

最
終
年
度
と
い
う
時
機
を
と
ら
え
、

後
期
５
年
の
先
導
的
な
取
組
や
振

興
施
策
等
に
つ
な
が
る
よ
う
、幅
広

く
意
見
等
の
交
換
を
行
う
こ
と
と

し
た
も
の
で
す
。
 

 ２
．第
１
回
研
究
会
に
つ
い
て
 

　
４
月
４
日
の
第
１
回
目
の
会
合
で

は
、企
業
、団
体
、自
治
体
、関
係
各

省
よ
り
約
90
名
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。
会
合
で
は
、冒
頭
、本
研
究

会
を
主
宰
す
る
平
井
内
閣
府
大
臣

政
務
官
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、事
務
局
よ
り
研
究
会
の
趣

旨
説
明
が
あ
り
、主
に
次
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
 

〈
検
討
テ
ー
マ
〉 

 
Ⅰ
　
情
報
通
信
関
連
 

大
型
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
の
可
能
性
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア・
国
内
オ
フ
シ
ョ
ア
セ
ン
タ
ー
 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
・
デ

ィ
ザ
ス
タ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
 

次
世
代
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
 

コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
 

民
間
活
用
型
Ｉ
Ｔ
関
連
施
設
整
備
 

Ｉ
Ｔ
高
度
人
材
育
成
 

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
 

Ⅱ
金
融
情
報
特
区
を
活
用
し
た
 

　
 
Ｉ
Ｔ
と
金
融
の
融
合
化
 

Ⅲ
ア
ジ
ア
の
情
報
通
信
ハ
ブ
を
 

　
　
目
指
し
て
 

　
意
見
交
換
で
は
、Ｂ
Ｔ
Ｏ（
業
務

受
託
サ
ー
ビ
ス
）業
務
の
現
行
事
例

や
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
研

究
会
、金
融
専
門
家
会
合
等
の
報

告
を
も
と
に
、関
係
者
で
討
論
を
行

い
ま
し
た
。
 

 ３
．今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

　
今
後
は
、お
よ
そ
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
研
究
会
を
開
催
し
、７
月
ま
で
に

関
係
者
か
ら
の
意
見
を
整
理
し
て
、

そ
の
後
の
委
託
調
査
等
に
お
け
る

議
論
の
参
考
と
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、上
記
の
テ
ー
マ
ご
と
に

検
討
の
場
を
設
け
、各
会
合
の
間
に

必
要
に
応
じ
会
議
を
開
催
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
 

５
月
下
旬
 

　
第
２
回
検
討
会
開
催（
予
定
） 

６
月
下
旬
 

　
第
３
回
検
討
会
開
催（
予
定
） 

７
月
 

　
参
加
者
か
ら
の
意
見
を
整
理
 

そ
の
後
、委
託
調
査
等
に
よ
り
、

各
方
策
の
具
体
化
に
向
け
更
に

検
討
 

　
な
お
、沖
縄
側
に
お
い
て
も
沖
縄

県
と
沖
縄
総
合
事
務
局
が
中
心
と

な
り
、県
内
の
関
係
者
と
の
間
で
意

見
交
換
を
行
う
研
究
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
内
閣
府
と
し
て
は
、

こ
の
沖
縄
側
の
研
究
会
と
よ
く
連

携
を
図
り
な
が
ら
、沖
縄
の
情
報
通

信
産
業
の
更
な
る
振
興
に
向
け
て

議
論
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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I N F O R M A T I O N お 知 ら せ  
開 発 建 設 部  

運 輸 部  

農 林 水 産 部  

　農林水産部では、今までの組織を見直して新たな体制で
平成18年4月1日からの業務に取り組むことに致しました。 

　開発建設部に新たに港湾管理室が設置されました。また、
公園調整官が、公園・まちづくり調整官に、地方計画室が
建設産業・地方整備課へ名称変更しました。 

　運輸部では、総務調整官を設置する等新たな体制で平成
１８年4月1日からの業務に取り組むことに致しました。 

平成18年3月末日まで 平成18年4月1日から 

農政課 
農政課 

経営課 

農畜産振興課 

畜産課 

農産園芸課 

食糧課 

土地改良 
総合事務所 

沖縄本島南部 
農業水利事業所 

事業完了に伴い 
廃止 

平良統計・ 
情報センター 

伊江支所 

食料流通課 

伊江農業水利事務所 

宮古島統計・ 
情報センター 

土地改良総合事務所 
 

宮古支所 

平成18年3月末日まで 平成18年4月1日から 

港湾計画課 
港湾管理課 

港湾計画課 

地方計画室 

平成18年3月末日まで 平成18年4月1日から 

八重山運輸事務所 

宮古運輸事務所 
宮古海運事務所 

陸運事務所宮古支所 

総務調整官 

新設 

新設 

名称変更 

原油価格上昇に関する 

特別相談窓口 
の設置について 

　沖縄総合事務局経済産業部では、原油価格上昇に伴い中小企業者への
影響が懸念されることから、平成１７年９月２０日に「原油価格上昇に関する
特別相談窓口」を設置し、中小企業者からの相談に応じています。 

特別相談窓口 沖縄総合事務局経済産業部中小企業課中小企業相談室 
 担　当：仲宗根、鶴見 
 電　話：098－866－0031（内線291、292） 
 ＦＡＸ：098－869－7016

組織が変わりました。 

公園調査官 

運輸部間の防災及び危機管理業
務並びに海事振興分野での船舶
事業者への支援や会社再生方策
の検討等、内外への高度な調整
業務を行います。 

建設産業・地方整備課 

公園・まちづくり調整官 

船舶検査官 海事技術専門官 

外国船舶監督官 海事技術専門官 
（併任：外国船舶監査官） 

※事務所の所在地につきましては、「宮古・八重山運輸事務所（海事部門）」及び「宮古・
八重山運輸事務所（陸運部門）」として当面の間、現行通りとなっています。 

八重山海運事務所 

陸運事務所八重山支所 
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